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RN の点 x-(xl,x2,.‥ ,xN)を､次のようなX∞の元に対応付け､これを同じxで
表す｡
轟 ……げ 壷 … .‥x㌢壷 …...拷 .… … ‥ (2)
ここで､引 ま､訂桟 Oが無限個現れるように二進展開したときの小数点以下勘 位である｡
XからX-の部分帰納関数C:XJXの定義域をdomCで表す｡domCがprefiⅩ-free








実数 βが計算可能であるとは､N+から(0,1)へのある仝帰納関数 Jが存在 して､
0.I(1)I(2)I(3)I(4)-.… がD-LD｣の二進展開になることを言う｡








･xEF ∀n∈N K(xn)≦ 芸 n･o(n), (4)






と表すことが出来る｡ ただし､この-axは､Fn元 xのうちnli-N等 が存在するよx∈F
うなxについて最大値をとることを意味する｡ 従って直観的に言うと､dimAF とは､F





















































DをRN の閉部分集合とする｡ 写像 S:DぅDに対し､SがD上の縮小写像であると
















次に､相似写像について考える｡ 相似写像 S1,.‥,Sm の不変集合を自己相似集合と呼
ぶ ｡









する｡ そして､S1,...,Sm が開集合条件を満たすものとする｡ このとき､S1,.‥,Sm の不
変集合Fに対 し､dimHF-dimBF-D が成り立つ｡ここで､Dはcf)+･･･+C莞-1
を満たす実数である｡ 更に､このDについて､0<7iD(F)<∞ が成 り立つ｡
証明 :[7]参照口
走理 3.5､定理 3.7､定理 3.9より､次の定理が成り立つ｡
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] C∈N ∀n∈N Dn-C≦K(0君). (20)

























るのである｡ もっと弱 く､Fhaltに属する実数 xで圧縮率が 1のものは存在する｡ 即ち､
lim K(xn)/n-1となるものは存在する｡ 従って､Fhaltに属する実数の圧縮率の最大値nJ (X)
は1である｡
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